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【SWTとは】 

静的触覚は，物体の性状の識別能力や持続的な把持などに関連する感覚機能である．Semmes 

Weinstein Monofilament Test（SWT）は，径の異なるナイロンフィラメントを用いて皮膚上に触刺激

を加え，その応答によって静的触覚の閾値を判定する感覚検査である．また本テストは，定量的

な評価として診断および治療効果の判定に高い有用性があり，感覚機能評価のなかで信頼性や妥当性

が確認されている唯一の検査法である１）２）． 

【目的】

SWTの目的は，感覚障害の程度や回復傾向を把握すること，識別能力に基づく手指機能を推測

すること，知覚の再教育訓練の適応を判断することである．

	 	  

【測定器具と使用上の留意点】  

●測定器具：Semmes Weinstein Monofilament set

	 持ち手となるプラスチックの本体部分と，皮膚に触刺激を加えるナイロンフィラメントか

らなり（図 1），フィラメントの径は細いものから太いものまで, フィラメント毎に異なる． 

いずれのフィラメントも長軸方向に圧を加えると撓み，撓むことに要す力を対数表記したも

のが，フィラメント番号として各フィラメントに付与されている（フィラメント番号 1.65～

6.65）．本体（番号）は，緑・青・紫・赤の 4色いずれかで表示され，結果表記の際，当該フ

ィラメントの色で区分できるようになっている．検査には，フィラメント番号 2.83・3.61・

4.31・4.56・6.65 の 5 本で構成された 5本セット，フィラメント番号 1.65～6.65までの 20本

で構成された 20 本セットのいずれかを用いる（図 2）．5 本セットは各色の領域の区分で使

用し，20本セットは各色の領域の区分および各領域内の詳細な評価で使用する． 
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【SWTとは】
触覚は， の の 別 や な な に する 覚 で る．Semmes

Weinstein Monofilament Test（SWT）は， の なるナイロンフィラメントを用いて に触刺

激を加え，その応答によ て 触覚の閾値を判定する 覚検査で る． た本 トは，定 な

評価として およ の判定に い 用 が り， 覚 評価のなかで や が

されている 一の検査 で る１）２）．

【 】

SWT の は， 覚 の や を すること， 別 に 手 を す

ること，知覚の の 応を判 することで る．

【 定 と使用 の留意 】

定 Semmes Weinstein monofilament set
手となるプラ ッ の本 と に触刺激を加えるナイロンフィラメントからな

り（図 1），フィラメントの は細い のから い の でフィラメント に なる．い れの

フィラメント に を加えると み， ことに要す を 記した のがフィラ

メント番号として各フィラメントに されている（フィラメント番号 1.65 6.65）．番号は
緑 青 紫 赤の 4 い れかで され， 記の ， フィラメントの で ッ ン

できるようにな ている．

フィラメントには，5本セットと 20本セットの 2 が る．5本セットはフィラメント番
号 2.83 3.61 4.31 4.56 6.65からなり， に ン で使用する．20本セットはフ
ィラメント番号 1.65 6.65 での 20本で され，詳細な評価で使用する（図 2）．

ナイロンフィラメント

フィラメント番号

図１ Semmes Weinstein monofilament 

図 2  Semmes Weinstein monofilament 本セットと２ 本セット 



	 ●フィラメントによる皮膚刺激の方法３） 

  静的触覚は，一定時間，一定強度の刺激が受容器に加わり，それがはじめて閾値を超える

ことで得られる．一定強度の刺激を与えるために，フィラメントを皮膚に接触させる速さ，

フィラメントを撓ませるためにかける力の強さと時間，フィラメントを皮膚から離す速さが

決められている．皮膚接触後，すぐにフィラメントを持ち上げてしまうと，動的触覚の受容

器が反応し，目的とする静的触覚の受容器の検査とならないため十分な注意が必要である．

またフィラメントによる皮膚刺激の回数も決められているので，これらを厳守する． 

 

  ①�フィラメントを皮膚に接触させる（図 3−1）  

  皮膚から離れた空間にフィラメントの先端

が 2㎝程度離れて位置するように構え，1.5秒か

けて皮膚に垂直にフィラメントの先端を下ろす． 

    ②�フィラメントを撓ませる（図 3−2）

  フィラメントの先端が皮膚に接触したら，フィ

ラメントが直角程度に撓むまでそのまま力をか

ける．1.65～6.45のフィラメントは，撓むまで皮

膚に刺激を加える. 6.65のフィラメントは，皮膚

に当てるのみとする. 

 ③�フィラメントを伸ばす（図 3−3）  

  フィラメントが撓んだところから先端が離れ

ないように真直ぐになるまで持ち上げる． 

 

④�フィラメントを皮膚から離す（図 3−4）

  1.5秒かけて皮膚から離す４）．1.65～4.08のフィ

ラメントは応答までに 3 回刺激が可能である．

4.17～6.65のフィラメントは 1回だけ刺激する． 
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●フィラメントに対応する各 度

フィラメント番号 とに表記する色，判定，結果の の 度が まっている（表 1）．

表 1 フィラメントに対応する各 度

番号 色 判定 結果の

1.65～2.83 緑
触覚

Normal light touch
触圧覚は ．

3.22～3.61 青
触覚

Diminished light touch

物体識別・ 知覚・ 点識別は ．

障害に づかないことが い．

3.84～4.31 紫
知覚

Diminished protective sensation

手をあまり使 なくなる．

物体の ，知覚再教育 ．

4.56～6.65 赤
知覚

Loss of protective sensation

ど手を使用しない． 覚を頼りにした

物体 ． の指 が 要．

6.65が

赤
測定 能

Untestable

識別性の知覚 ． 覚 または

． の指 が ．

【測定 】

測定 の部 は， よい や 度にする．また，

できるよう静かな を る．目 しや ーテンな

どを用いて 覚 を 断する（図 4）．

【測定 】

な ・ を る．基本的には で 上に手を き，セラプラストに指 を

さ たり， などで手を 定する（図 5）．しかし， みやしびれが いなど の 持

が しい は， で っても構 ない．また，刺激を加えることで関 が る は，

関 覚で刺激の有 を把握することがないよう指部を く 定する（図 6）．た し， な 触に

より，触覚刺激の判別が 害されないよう留意する．

図 4 測定 と の

図 5 による 定 図 6 指の 定

●フィラメントよる皮膚刺激の方法 ）

静的触覚は，一定 ，一定 度の刺激が 器に加 り，それがは て閾値を えるこ

とで られる．一定 度の刺激を与えるた に，フィラメントを皮膚に 触さ る さ，フィ

ラメントを撓 るた にか る力の さと ，フィラメントを皮膚から す さが られ

ている．またフィラメントによる皮膚刺激の回数も られているので，これを する．皮

膚 触 ，す にフィラメントを持ち上 てしまうと， 的触覚の 器が 応し，目的とす

る静的触覚の 器の検査とならないた 分な 意が 要である．

フィラメントを皮膚に 触さ る（図 3-1）
皮膚から れた にフィラメントの が2セ
ンチ程度 れて するように構え，1.5 か て

皮膚に にフィラメントの を す．

フィラメントを撓 る（図 3-2）
フィラメントの が皮膚に 触したら，フィラ

メントが 程度に撓むまでそのまま力をか る．

1.65～6.45のフィラメントは，撓むまで皮膚に刺激
を加える．6.65のフィラメントは，皮膚に当てるの
みとする．

フィラメントを す（図 3-3）
フィラメントが撓 とこ から が れな

いように になるまで持ち上 る．

フィラメントを皮膚から す（図 3-4）
1.5 か て皮膚から す ）．1.65～4.08 のフィ
ラメントは，応答までに3回刺激が 能である．4.17
～6.65のフィラメントは，1回 刺激する．

その の方法として から 2.5cmの高さにかまえ，1.5
か て皮膚に に し，1.5 か てフィラメントが撓む

まで力を加え，1.5 か て の に す １）， 1～1.5
か て皮膚に にお し，1～1.5 か て刺激を加え，

1～1.5 か て す ）などがある．撓 る際は，フィラ

メントの が皮膚上では ることがないよう， っくり

っ に力をか る．応答は，皮膚にフィラメントが触れ

た や力を加えた ではなく，フィラメントが皮膚上か

ら れた ， やかになされるものである．

3）フィラメントを す 

1）フィラメントを皮膚に 触さ る 

2）フィラメントを撓ま る 

4）フィラメントを す 

図 3 皮膚刺激の方法 
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とで られる．一定 度の刺激を与えるた に，フィラメントを皮膚に 触さ る さ，フィ
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●フィラメントの尺度  

フィラメント番号ごとに表記する色，判定，結果の解釈の尺度が決まっている（表 1）．

 

 

 

【測定環境】

	 測定時の部屋は，心地よい室温や湿度にする．また，

集中できるよう静かな環境を心掛ける．目隠しや遮蔽

カーテンなどを用いて視覚情報を遮断する（図 4）．

【測定肢位】

	 安楽な姿勢・肢位を心掛ける．基本的には座位姿勢で机上に被検者の手を置き，セラプラスト

に指背を接着させたりタオルなどで手を固定したりする（図 5）．しかし，痛みやしびれが強いな

ど座位姿勢の保持が難しい場合は，臥位で行っても構わない．また，刺激を加えることで関節運

動が生じる場合は，関節覚で刺激の有無を把握することがないよう指部を軽く固定する（図 6）．

ただし，過剰な接触により，触刺激の判別が阻害されないよう留意する． 
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3.22～3.61 青
触覚

Diminished light touch

物体識別・ 知覚・ 点識別は ．

障害に づかないことが い．

3.84～4.31 紫
知覚

Diminished protective sensation

手をあまり使 なくなる．

物体の ，知覚再教育 ．

4.56～6.65 赤
知覚

Loss of protective sensation

ど手を使用しない． 覚を頼りにした

物体 ． の指 が 要．

6.65が

赤
測定 能

Untestable

識別性の知覚 ． 覚 または

． の指 が ．

【測定 】

測定 の部 は， よい や 度にする．また，

できるよう静かな を る．目 しや ーテンな

どを用いて 覚 を 断する（図 4）．

【測定 】

な ・ を る．基本的には で 上に手を き，セラプラストに指 を

さ たり， などで手を 定する（図 5）．しかし， みやしびれが いなど の 持

が しい は， で っても構 ない．また，刺激を加えることで関 が る は，

関 覚で刺激の有 を把握することがないよう指部を く 定する（図 6）．た し， な 触に

より，触覚刺激の判別が 害されないよう留意する．

図 4 測定 と の  

図 5 による 定 図 6 指の 定

●フィラメントよる皮膚刺激の方法 ）

静的触覚は，一定 ，一定 度の刺激が 器に加 り，それがは て閾値を えるこ

とで られる．一定 度の刺激を与えるた に，フィラメントを皮膚に 触さ る さ，フィ

ラメントを撓 るた にか る力の さと ，フィラメントを皮膚から す さが られ

ている．またフィラメントによる皮膚刺激の回数も られているので，これを する．皮

膚 触 ，す にフィラメントを持ち上 てしまうと， 的触覚の 器が 応し，目的とす

る静的触覚の 器の検査とならないた 分な 意が 要である．

フィラメントを皮膚に 触さ る（図 3-1）
皮膚から れた にフィラメントの が2セ
ンチ程度 れて するように構え，1.5 か て

皮膚に にフィラメントの を す．

フィラメントを撓 る（図 3-2）
フィラメントの が皮膚に 触したら，フィラ

メントが 程度に撓むまでそのまま力をか る．

1.65～6.45のフィラメントは，撓むまで皮膚に刺激
を加える．6.65のフィラメントは，皮膚に当てるの
みとする．

フィラメントを す（図 3-3）
フィラメントが撓 とこ から が れな

いように になるまで持ち上 る．

フィラメントを皮膚から す（図 3-4）
1.5 か て皮膚から す ）．1.65～4.08 のフィ
ラメントは，応答までに3回刺激が 能である．4.17
～6.65のフィラメントは，1回 刺激する．

その の方法として から 2.5cmの高さにかまえ，1.5
か て皮膚に に し，1.5 か てフィラメントが撓む

まで力を加え，1.5 か て の に す １）， 1～1.5
か て皮膚に にお し，1～1.5 か て刺激を加え，

1～1.5 か て す ）などがある．撓 る際は，フィラ

メントの が皮膚上では ることがないよう， っくり

っ に力をか る．応答は，皮膚にフィラメントが触れ

た や力を加えた ではなく，フィラメントが皮膚上か

ら れた ， やかになされるものである．

3）フィラメントを す

1）フィラメントを皮膚に 触さ る

2）フィラメントを撓ま る

4）フィラメントを す
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【測定方法】  

  ●観察・聴取 

	 痛みやしびれは，部位，種類，程度などを詳細に把握しておく．また，皮膚の乾燥，硬化，

光沢，色調および発汗の異常，創の部位や状態なども確認する．これらは触覚刺激に対する反

応が皮膚の性状に影響されていないかを吟味するための重要な情報である． 

	 ●教示 

	 予め刺激の種類や刺激の加わり方を，正常と思われる部位（対側手も含む）で体験させ，応

答方法を理解してもらう．また刺激が加わった後は，間をおかず応答するよう教示する． 

	 ●手順 

	 	 ①�触覚正常（緑）の領域を区分する（図 7）  

	 感覚障害が疑われる疾患あるいは神経の支配領域をイメージしながら，2.83のフィラメ

ントで指尖部に刺激を加え，順次近位方向へ刺激を進める．正しく応答があった箇所の皮

膚に水性サインペン（緑）で印を付け，2.83で応答が得られる領域を特定する．評価用紙

の当該部分を緑色で塗り，触覚正常（緑）の領域を区分する． 

	 	 	 ※ 皮膚に直接印をつけることができない場合は評価用紙の当該箇所に印を付けておく． 

 

 

 

 

 

	 	  

 

 

 

	 	 ②�触覚低下（青），防御知覚低下（紫）の領域を区分する（図 8，9）  

	 触覚正常と区分されなかった領域に 3.61 のフィラメントで指尖部から順次近位方向へ

刺激を進める．正しく応答があった箇所で皮膚に水性サインペン（青）で印を付け 3.61

で応答が得られる領域を特定する．評価用紙の当該部分を青色で塗り，触覚低下（青）の

領域を区分する．さらに未区分の領域があれば， 4.31 のフィラメントで指尖部から順次

近位方向へ刺激を進める．正しく応答があった箇所で皮膚に水性サインペン（紫）で印を

付け 4.31 で応答が得られる領域を特定する．評価用紙の当該部分を紫色で塗り，防御知

覚低下（紫）の領域を区分する． 
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 防御知覚脱失（赤）と測定不能（赤色に黒斜線）の を する（図 10） 
となった に 4.56 のフィラメントで指 部か 位 刺激を る．

正しく応 があった で に ン ン（赤）で を け，4.56のフィラメントで応
が れる を 定する． 用 の 部 を赤色で り，防御知覚脱失（赤）を

する．さ に の があれ ，6.65のフィラメントで指 部か 位 刺激

を る．6.65のフィラメントで応 が れない部位は， 用 の 部 を赤色に

り黒斜線を いて，測定不能の として する． 的に ての 対 範囲をい れ

かの に する． 

 の の 常を 記する 
でない応 や 上の 応 などの 常の ， の ， ， ，色

よび の 常， の部位や など， 記す き を 用 に記 または する． 
 
 

図 9 防御知覚低下（紫）の を する時に用いるフィラメント， ， された 用  

 

図 10 防御知覚脱失（赤）と測定不能（赤に黒斜線）の を する時に用いるフィラメント， ，

された 用  

 

【測定 】 
● ・  
痛みやしびれは，部位， ， 度などを に把握して く．また， の ， ， ，

色 よび の 常， の部位や なども する．これ は触覚刺激に対する 応が の

性 に されていないかを するた 要な情報である． 
●教  
予 刺激の や刺激の加わり を，正常と われる部位（対 手も ）で体 させ，応

を 解しても う．また刺激が加わった は， を か 応 するよう教 する． 
●手  

 触覚正常（緑）の を する（図 7） 
覚障害が われる 患あるいは の を メー しなが ，2.83 のフィラメン

トで指 部に刺激を加え， 位 刺激を る．正しく応 があった の に

性 ン ン（緑）で を け， 2.83で応 が れる を 定する． 用 の 部

を緑色で り，触覚正常（緑）の を する． 
 に 接 を けることができない場合は 用 の に を けて く． 

 触覚低下（青），防御知覚低下（紫）の を する（図 8，9） 
触覚正常と されなかった に 3.61のフィラメントで指 部か 位 刺激

を る．正しく応 があった で に ン ン（青）で を け，3.61 で応 が

れる を 定する． 用 の 部 を青色で り，触覚低下（青）の を する．

さ に の があれ ，4.31 のフィラメントで指 部か 位 刺激を

る．正しく応 があった で に ン ン（紫）で を け，4.31 で応 が れる

を 定する． 用 の 部 を紫色で り，防御知覚低下（紫）の を する． 

 

図 7 触覚正常（緑）の を する時に用いるフィラメント， ， された 用  

 

図 8 触覚低下（青）の を する時に用いるフィラメント， ， された 用  
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	 	 ③  防御知覚脱失（赤）と測定不能（赤色に黒斜線）の領域を区分する（図 10）  

	 未区分となった領域に 4.56のフィラメントで指尖部から順次近位方向へ刺激を進める．	 	 	 	 	 	 	 	 	   

正しく応答があった箇所で皮膚に水性サインペン（赤）で印を付け，4.56で応答が得られ

る領域を特定する．評価用紙の当該部分を赤色で塗り，防御知覚脱失（赤）を区分する．

さらに未区分の領域があれば，6.65のフィラメントで指尖部から順次近位方向へ刺激を進

める．6.65で応答が得られる領域は，防御知覚脱失（赤）に区分して良い．6.65で応答が

得られない部位は，評価用紙の当該部分を赤色に塗り黒斜線を引いて，測定不能の領域と

して区分する．最終的に全ての検査対象範囲をいずれかの領域に区分する． 

 

 

 

 

	 	  

	 	  

	 	  

 

 

	  

	  

 

 

④�その他の異常を特記する  

	 	  普通ではない応答や 3秒以上の反応遅延などの異常の他，皮膚の乾燥，硬化，光沢，色調	 	 	 	  

	  および発汗の異常，創の部位や状態など，特記すべき事象を評価用紙に記入または描画する． 
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された 用  

 

【測定 】 
● ・  
痛みやしびれは，部位， ， 度などを に把握して く．また， の ， ， ，

色 よび の 常， の部位や なども する．これ は触覚刺激に対する 応が の

性 に されていないかを するた 要な情報である． 
●教  
予 刺激の や刺激の加わり を，正常と われる部位（対 手も ）で体 させ，応

を 解しても う．また刺激が加わった は， を か 応 するよう教 する． 
●手  

 触覚正常（緑）の を する（図 7） 
覚障害が われる 患あるいは の を メー しなが ，2.83 のフィラメン

トで指 部に刺激を加え， 位 刺激を る．正しく応 があった の に

性 ン ン（緑）で を け， 2.83で応 が れる を 定する． 用 の 部

を緑色で り，触覚正常（緑）の を する． 
 に 接 を けることができない場合は 用 の に を けて く． 

 触覚低下（青），防御知覚低下（紫）の を する（図 8，9） 
触覚正常と されなかった に 3.61のフィラメントで指 部か 位 刺激

を る．正しく応 があった で に ン ン（青）で を け，3.61 で応 が

れる を 定する． 用 の 部 を青色で り，触覚低下（青）の を する．
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る．正しく応 があった で に ン ン（紫）で を け，4.31 で応 が れる

を 定する． 用 の 部 を紫色で り，防御知覚低下（紫）の を する． 

 

図 7 触覚正常（緑）の を する時に用いるフィラメント， ， された 用  

 

図 8 触覚低下（青）の を する時に用いるフィラメント， ， された 用  
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となった に 4.56 のフィラメントで指 部か 位 刺激を る．

正しく応 があった で に ン ン（赤）で を け，4.56のフィラメントで応
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かの に する． 
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予 刺激の や刺激の加わり を，正常と われる部位（対 手も ）で体 させ，応

を 解しても う．また刺激が加わった は， を か 応 するよう教 する． 
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トで指 部に刺激を加え， 位 刺激を る．正しく応 があった の に

性 ン ン（緑）で を け， 2.83で応 が れる を 定する． 用 の 部

を緑色で り，触覚正常（緑）の を する． 
 に 接 を けることができない場合は 用 の に を けて く． 

 触覚低下（青），防御知覚低下（紫）の を する（図 8，9） 
触覚正常と されなかった に 3.61のフィラメントで指 部か 位 刺激

を る．正しく応 があった で に ン ン（青）で を け，3.61 で応 が

れる を 定する． 用 の 部 を青色で り，触覚低下（青）の を する．

さ に の があれ ，4.31 のフィラメントで指 部か 位 刺激を

る．正しく応 があった で に ン ン（紫）で を け，4.31 で応 が れる

を 定する． 用 の 部 を紫色で り，防御知覚低下（紫）の を する． 

 

図 7 触覚正常（緑）の を する時に用いるフィラメント， ， された 用  

 

図 8 触覚低下（青）の を する時に用いるフィラメント， ， された 用  



※�詳細な評価（オプション）  

	 20本セットを使用することで触覚低下（青），防御知覚低下（紫），防御知覚脱失（赤）の 

3領域の詳細な域値を判別することができる（図 11）．例えば，防御知覚脱失（赤）では 4.56

から順に番号の大きいフィラメントで刺激を加える．そして応答が得られる一番小さい番号の

フィラメントを特定し，フィラメント番号を評価用紙に記入する．なお，触覚正常（緑）の領

域は通常 2.83 より小さい番号の閾値を判別する必要はない．正常範囲での比較を行う場合の

み 2.83より小さい番号のフィラメントで同様の手順を実施する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】  

	 	 ナイロンフィラメントの曲りや歪みは，検査に大きな影響を及ぼすので，管理に留意する． 
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Semmes Weinstein monofilament test 
左手用 

              評価者         

ID                                          利き手      受傷側            
氏 名                   評価日                 
年 齢                          受傷後／手術後           週 
                         
診 断                   受傷日                 
手 術                   手術日                 

       緑：触覚正常   青：触覚低下   紫：防御知覚低下 
       赤：防御知覚脱失        赤＋黒斜線：測定不能 
コメント 
                                              
                                              
                                              
                                              

 な （オプ ン） 
20本セ トを使用することで，触覚低下（青），防御知覚低下（紫），防御知覚脱失（赤）の 3
の な を判別することができる（図 11）．例え ，防御知覚脱失（赤）では，4.56

か に番号の きいフィラメントで刺激を加える． して応 が れる 番 さい番号の

フィラメントを 定し，フィラメント番号を 用 に記 する．な ，触覚正常（緑）の

は 常 2.83より さい番号の を判別する必要はない．正常範囲での を行う場合のみ

2.83より さい番号のフィラメントで の手 を する． 

 
【 の 】 

ンフィラメントの りや みは， に きな を すので， に留意する． 
 
【 】 
） Bell-Krotoski J C（1987）The repeatability of testing with Semmes-Weinstein monofilaments. 

J Hand Surg Am. 12 (1): 155-61. 
） Jerosch-Herold C（2005）Assessment of sensibility after nerve injury and repair: a 

systematic review of evidence for validity, reliability and responsiveness. J Hand Surg Br. 
30 (3): 252-264. 

） Rehabilitation of the hand and Upper Extremity 5th edition.  
） Clinical Assessment Recommendations 2nd edition by American Society of Hand Therapy. 

 
 

図 11 防御知覚脱失（赤），防御知覚低下（紫），触覚低下（青）の各 の を判別するフィラメントと，フィ

ラメント番号 が記 された 用  
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 詳細な評価（ プ ン） 
20本セットを使用することで，触覚 （青）， 知覚 （紫）， 知覚 （赤）の 3
の詳細な閾値を判別することができる（図 11）． え ， 知覚 （赤）では，4.56

から に番号の きいフィラメントで刺激を加える．そして応答が られる一番 さい番号の

フィラメントを 定し，フィラメント番号を評価用 に記 する．なお，触覚 （緑）の

は 2.83より さい番号の閾値を判別する 要はない． での を う のみ

2.83より さい番号のフィラメントで の手 を する． 

 
【その 】 
ナイロンフィラメントの りや みは，検査に きな を すので， に留意する． 

 
【 】 
１） Bell-Krotoski J C（1987）The repeatability of testing with Semmes-Weinstein monofilaments. 

J Hand Surg Am. 12 (1): 155-61. 
２） Jerosch-Herold C（2005）Assessment of sensibility after nerve injury and repair: a 

systematic review of evidence for validity, reliability and responsiveness. J Hand Surg Br. 
30 (3): 252-264. 

） Rehabilitation of the hand and Upper Extremity 5th edition.  
） Clinical Assessment Recommendations 2nd edition by American Society of Hand Therapy. 

 
 

図 11 知覚 （赤）， 知覚 （紫），触覚 （青）の各 の閾値を判別するフィラメントと，フィ

ラメント番号 が記 された評価用  
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